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１．第１回検討会の概要

「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方提言」等を踏まえ、本沿岸における計画外力の検討方針を設定。

検討方針（案）「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方提言」 内容項 目

・RCP2.6(2℃上昇相当)とする。
・RCP8.5(4℃上昇相当) も考慮する。

気候変動を踏まえた海岸保全の基本的な方針（本文P12,4.）
海岸保全の目標は、２℃上昇相当（RCP2.6）を前提としつつ、広
域的・総合的な視点からの取組は、平均海面水位が2100 年に１m 
程度上昇する予測（４℃上昇相当（RCP8.5））も考慮し、長期的
視点から関連する分野とも連携することが重要である。

海岸保全の目標

・2100年（21世紀末）評価時点

・最新の朔望平均満潮位に、2100年
（21世紀末）に予測される平均海面水
位の上昇量を加える。

高潮対策・津波対策（本文P15,（1））
平均海面水位は徐々に上昇し、その影響は継続して作用し、計画
高潮位にも設計津波の水位にも影響する。長期的に、平均海面水
位は上昇し、数百年単位で元に戻ることがないと予測されること
から、ハード対策とソフト対策を組み合わせ、今後整備・更新し
ていく海岸保全施設（堤防、護岸、離岸堤等）については、手戻
りのないように整備・更新時点における最新の朔望平均満潮位に、
施設の耐用年数の間に将来的に予測される平均海面水位の上昇量
を加味するべきである。

海面水位

・気候変動の影響を考慮した大規模ア
ンサンブル気候予測データベース
（d4PDF等）を活用して、将来的に予
測される変動量を推算する。

※現行計画の水準（安全度）を下回ら
ないよう留意する。

高潮対策・津波対策（本文P15,（1））
潮位偏差や高波は、台風や低気圧が発生した場合に顕著に影響が
現れるため、いつ想定した極値が生起するかはわからない。また、
現時点では、将来の潮位偏差や波浪の長期変化量の予測は平均海
面水位の上昇量に比べて不確実性が高いが施設設計への影響は大
きい。今後、研究成果の蓄積を踏まえ、最新の研究成果やd4PDF 
等による気候予測結果を活用し、将来的に予測される潮位偏差や
波浪を推算し対策を検討すべきである。

潮位偏差
(計画偏差)

波浪
（計画波）
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1.1 検討方針



１．第１回検討会の概要

本県沿岸近傍には、気象庁所管の高松、小松島、阿波由岐検潮所があり、各月の朔望平均満潮位（1998年以降）
が公表されている。讃岐阿波沿岸には、香川県所管の三本松検潮所がある。
最新の近5ヶ年（2017年から2021年まで）の値を平均して朔望平均満潮位を設定する。平均期間を変化させた場合
の差は概ね1cm程度であり、期間の取り方による影響は小さいことから、気象庁の考え方にならうことで統一する。

1.2 朔望平均満潮位の設定

平均期間別の朔望平均満潮位

平均期間別の朔望平均満潮位（T.P.m）
検潮所沿岸

近20ケ年
(2002～2021)

近15ヶ年
(2007～2021)

近10ケ年
(2012～2021)

近5ケ年
(2017～2021)

1.2701.2681.2801.280高松（気象庁）讃岐
阿波 －－－1.066三本松（香川県）

0.9040.9050.9200.911小松島
（気象庁）

紀伊
水道西

ー0.9410.9530.944阿波由岐
（気象庁）海部灘

1

1.05

1.1

1.15

1.2

1.25

1.3

1.35

1.4

1
99
8

1
99
9

2
00
0

2
00
1

2
00
2

2
00
3

2
00
4

2
00
5

2
00
6

2
00
7

2
00
8

2
00
9

2
01
0

2
01
1

2
01
2

2
01
3

2
01
4

2
01
5

2
01
6

2
01
7

2
01
8

2
01
9

2
02
0

2
02
1

潮
位

(T
.
P.
m)

年

朔望平均満潮位 近5ヶ年平均 近10ヶ年平均

近15ヶ年平均 近20ヶ年平均

0.7

0.75

0.8

0.85

0.9

0.95

1

1.05

1.1

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

潮
位

(
T.
P
.
m)

年

朔望平均満潮位 近5ヶ年平均 近10ヶ年平均

近15ヶ年平均 近20ヶ年平均

0.7

0.75

0.8

0.85

0.9

0.95

1

1.05

1.1

1
99

8

1
99

9

2
00

0

2
00

1

2
00

2

2
00

3

2
00

4

2
00

5

2
00

6

2
00

7

2
00

8

2
00

9

2
01

0

2
01

1

2
01

2

2
01

3

2
01

4

2
01

5

2
01

6

2
01

7

2
01

8

2
01

9

2
02

0

2
02

1

潮
位

(
T.
P
.
m)

年

朔望平均満潮位 近5ヶ年平均 近10ヶ年平均 近15ヶ年平均

高松検潮所
（讃岐阿波沿岸）

小松島検潮所
（紀伊水道西沿岸）

阿波由岐検潮所
（海部灘沿岸）

阿波由岐検潮所の観測は2005年7月から

平均期間を変えても、算定結果は±１ｃｍ程度に収まる
⇒気象庁の整理方法にならい、近５か年の平均値を採用

三本松

検潮所の位置
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観測期間の長い気象庁の高松、小松島、阿波由岐検潮所の年平均潮位の経年変化を整理。
近年（1986年以降）は、いずれも上昇傾向にあり、観測所ごとの年平均上昇量を整理。

高松、小松島、阿波由岐検潮所（気象庁）の年平均潮位の経年変化

高松検潮所の平均潮位は
1986年以降上昇傾向にある。

平均潮位の1986年
以降の上昇トレンド
2.7mm/年(直線近似)

小松島検潮所の平均潮位は
1986年以降上昇傾向にある。

阿波由岐検潮所の平均潮位は
2006年以降上昇傾向にある。

阿波由岐検潮所の観測
は2005年7月から

平均潮位の1986年
以降の上昇トレンド
2.4mm/年(直線近似)

平均潮位の2006年
以降の上昇トレンド
3.3mm/年(直線近似)

※年平均潮位の傾向を把握するため移動平均(5年)を図示
潮位の上昇トレンドは年平均潮位を直線近似して算定

高松検潮所
（讃岐阿波沿岸）

小松島検潮所
（紀伊水道西沿岸）

阿波由岐検潮所
（海部灘沿岸）
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1.3 将来予測される平均海面水位の上昇量の設定
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「日本の気候変動2020」では、20世紀末から21世紀末までの平均海面水位上昇量（96年間の上昇量）の平均値を、
徳島県が位置する領域Ⅲで0.39m（2℃上昇シナリオ）、0.74m（4℃上昇シナリオ）と予測している。
1年あたりの水位上昇量を計算すると4.1mm/年 （ 2℃上昇シナリオ）、7.7mm/年（ 4℃上昇シナリオ）となる。

20世紀末（1986～2005年の平均） ～ 21世紀末（2081～2100年の平均） ※96年間時期

世界の平均海面
水位の上昇量

日本沿岸の平均海面水位の上昇量

シナリオ 領域Ⅳ
北陸地方から九州地方の

東シナ海側沿岸

領域Ⅲ
近畿～九州地方の
太平洋側沿岸

領域Ⅱ
関東・東海地方の沿岸

領域Ⅰ
北海道・東北地方の沿岸

0.39m
（0.26～0.53m）

0.39m
（0.23～0.55m）

0.39m
（0.22～0.56m）

0.38m
（0.21～0.55m）

0.38m
（0.22～0.55m）

2℃上昇シナリオ
（RCP2.6）

0.71m
（0.51～0.92m）

0.73m
（0.47～0.98m）

0.74m
（0.47～1.00m）

0.70m
（0.45～0.95m）

0.70m
（0.45～0.95m）

4℃上昇シナリオ
（RCP8.5）

下段の（ ）内の数値は、95％信頼区間を示す。徳島県

徳島県
(0.39m)

水位
上昇量
0.39m

水位
上昇量
0.74m

21世紀末の
平均海面水位
(RCP2.6)

20世紀末の
平均海面水位

21世紀末の
平均海面水位
(RCP8.5)

96年間

96年間

1年間

水位上昇量
0.0041m
(4.1mm)

96分割
水位上昇量
0.0077m
(7.7mm)

1年間

96分割

2℃上昇
シナリオ

1年あたりの水位上昇量の考え方

4℃上昇
シナリオ
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①実績潮位の上昇トレンドと②気象庁の整理を比較し、2100年時点における平均海面水位の上昇量を設定。
最新の朔望平均満潮位に、2100年時点における平均海面水位の上昇量を加えて、将来気候下における朔望平均
満潮位を設定。

1.4 気候変動を踏まえた朔望平均満潮位の設定

②気象庁の予測
（日本の気候変動2020）①実績潮位（平均潮位）の上昇トレンド項目

領域Ⅲ海部灘紀伊水道西讃岐阿波沿岸、エリア

ーー阿波由岐小松島高松検潮所

＋7.7mm/年
（４℃上昇）

＋4.1mm/年
（２℃上昇）＋3.3mm/年＋2.4mm/年＋2.7mm/年1年あたりの水位上昇量

61cm32cm26cm19cm21cm2100年までの水位上昇量
（2021～2100年＝79年間）

2100年時点における平均海面水位の上昇量の設定

2100年時点における朔望平均満潮位の設定
朔望平均満潮位
（2100年時点）

※①＋②
②平均海面水位上昇量

①朔望平均満潮位
（2021年時点）

※2017～2021年の平均値
沿岸

T.P.+1.386m32cm2℃上昇シナリオ
T.P.+1.066m（三本松検潮所）

讃岐阿波沿岸
T.P.+1.676m61cm4℃上昇シナリオ

T.P.+1.600m32cm2℃上昇シナリオ
T.P.+1.280m（高松検潮所）

T.P.+1.890m61cm4℃上昇シナリオ

T.P.+1.231m32cm2℃上昇シナリオ
T.P.+0.911m（小松島検潮所）紀伊水道西沿岸

T.P.+1.522m61cm4℃上昇シナリオ

T.P.+1.264m32cm2℃上昇シナリオ
T.P.+0.944m（阿波由岐検潮所）海部灘沿岸

T.P.+1.554m61cm4℃上昇シナリオ
6
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気候変動を踏まえた潮位偏差（高潮）や波浪の推算方法は、大きく２つに区分（A：想定台風、B不特定多数の台風）
現行外力の設定方法（既往最大値 OR 確率評価）に応じて、推算方法を選定する。

表 ： 潮位偏差及び波浪の長期変化量の推算方法

出典：令和3年8月2日 課長補佐事務連絡
気候変動の影響を踏まえた海岸保全施設の計画外力の設定方法等について

東京都
大阪府 等

大阪府 等

現行の外力の設定方法に応じて、将来の外力の推算方法
を選定する必要がある。

①現行外力が既往最大値で設定されている場合
例）本県の計画潮位は第二室戸台風時の実績潮位が用いられている。

→ 右表Ａ：想定台風を対象とした手法で推算
（概要）将来気候下で、現在の想定台風と同じ頻度

で発生しうる台風条件を設定し、その際の
外力（潮位、波浪）を推算

※このうち、A-1パラメトリック台風モデルは従来から高潮推算で
用いられてきた手法であり、これを採用。
※今回は、下記のB-1も併せて行い、上記で算定される潮位偏差の
生起確率を評価する。

②現行外力が確率評価で決定されている場合
例）本県の計画波浪は確率波浪が用いられている。

旧河川局、港湾局所管海岸 ５０年確率波浪
水産庁、林野庁所管海岸 ３０年確率波浪

→ 右表Ｂ：不特定多数の台風を対象とした手法で推算
（概要）d2PDF、d4PDFの中で発生する全台風を

対象に、波浪や潮位の推算を行い、現行
計画と同じ生起確率となる値を採用

※このうち、B-1全球、領域気候モデルはd4PDF、d2PDFデータを
直接利用するものであり、適用性が高いことから、本県でも採用。

気候変動を踏まえた外力設定の基本的な考え方
→ 気候変動後も現行計画と同じ安全度を確保する。

7

1.5 将来の高潮外力の推算手法
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潮位偏差・波浪の観測記録から、上位の台風（20位以内）をそれぞれ整理。
最大の暴風域半径（388.9km）を目安とし、徳島県を中心とした東西に400kmの範囲を通過する台風を抽出。

暴風域
半径

（km）

最大風速
（m/s）

中心気圧
最低値
（hPa）

有義波高（m）潮位偏差（m）
台風

小松島室津港高知港阿波由岐小松島

9101.481961年18号
9401.111965年23号
9550.661968年04号
9651.191975年06号

277.846.39500.761979年20号
185.241.29500.941987年17号
55.628.39750.761989年17号
185.238.69606.321996年12号
277.833.49706.316.391997年08号
240.843.79403.510.891997年09号
240.841.29502.866.961997年19号
185.238.69601998年07号
166.730.99753.307.197.080.71998年10号
203.746.39306.341999年18号
74.128.39806.022003年04号
388.943.79453.716.260.82003年10号
277.843.79454.226.366.330.882004年06号
222.243.79353.210.712004年10号
277.846.39353.156.427.012004年16号
370.448.99256.567.172004年18号
333.441.29503.980.922004年23号
296.343.79356.998.582005年14号
277.848.99306.188.112007年04号
185.246.39456.362007年05号
222.243.79406.402009年18号
222.241.29504.387.878.060.740.732011年06号

暴風域無し25.79704.750.850.852011年12号
185.243.79400.582011年15号
277.841.29507.386.972012年04号
222.246.39302012年17号
185.233.49603.012013年18号
185.241.29454.496.778.160.80.782014年11号
185.248.99356.606.152014年18号
277.843.79457.257.680.582014年19号
185.243.79455.716.490.860.882015年11号
111.148.99403.316.642016年16号
203.748.99353.428.492017年18号
222.243.79504.770.840.752018年20号
222.246.39405.277.371.030.972018年21号
277.843.79503.256.390.940.782018年24号
333.428.39653.116.622019年10号
370.448.99254.442019年19号
314.848.99256.016.682020年10号

暴風域無し23.29846.322021年09号

400km400km

■いずれかの観測所で上位20位に入る台風リスト※

■台風抽出範囲（徳島県を中心として東西に400kmの範囲）

最大値
≒400km

■d4PDF/d2PDF台風トラックデータの抽出結果

過去実験 2℃上昇実験 4℃上昇実験

4℃上昇実験
2051～2110

2℃上昇実験
2031～2090

過去実験
1951～2010

5,400年3,240年6,000年年数

5,937個4,844個10,276個抽出台風数

緯度：34.04
経度：130.30～138.98データ

なし

データ
なし

データ
なし

8※阿波由岐は観測期間が短いため、小松島で潮位偏差が高くなった事象の値を整理。
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1.6 推算モデルの概要

「高潮浸水想定区域図作成の手引きVER.2.10（R3.7）」を参考とし、以下のモデル構成とする。

気圧・風場の推算モデル

気圧場の推算 風場の推算

気圧の平面分布

波浪等の推算モデル

高潮の推算モデル

連続式 運動方程式

高潮偏差の平面分布

波浪推算・波浪変形計算

波高の平面分布等
風場の平面分布

気圧場
（ ）

風場
（風向・風速） 波浪

（波高・周期等）

高潮
（潮位偏差）

ラディエーションストレス

〇台風による高潮シミュレーションのモデル構成（イメージ図）

9



１．第１回検討会の概要（将来の高潮外力の推算手法）

徳島県沿岸域における潮位偏差、波浪の観測値が大きかった代表的な台風を、経路に偏りがないよう選定。

1.7 検証対象台風、検証地点について

○検証対象台風
検証

検証対象
とした根拠

台風名No. 潮位
偏差

波浪
気圧
風向
風速

○
○

潮位偏差大
（小松島既往最大）

1961年（S36）
台風18号（第二室戸台風）

1

○○
潮位偏差大

（小松島既往6位）

2004年（H16）
台風23号（T0423）

2

○○
有義波高大

（高知港既往最大）

2005年（H17）
台風14号（T0514）

3

○
○

徳島県で被害実績大
潮位偏差大

（小松島既往12位）

2014年（H26）
台風11号（T1411）

4

○○
有義波高大

（徳島小松島港既往最大）

2015年（H27）
台風11号（T1511）

5

○○○

有義波高大
（徳島小松島港既往2位）

潮位偏差大
（小松島既往4位）

2018年（H30）
台風21号（T1821）

6

○検証地点
気圧、風向風速の検証地点

波浪、潮位の検証地点

：気圧・風向風速観測所（10か所）
：風向風速観測所（8か所）

：波浪観測所（4か所）
：潮位観測所（7か所）

検証対象台風は、徳島沿岸の主要観測所における潮位偏差と波高が
大きい台風を選定した後、経路に偏りがないよう代表的な台風を選定
した。

気圧、風向風速の検証対象台風は、潮位偏差および波浪の検証対象
台風とした。

気圧、風向風速の検証地点は、徳島県周辺の観測所に加え、太平洋
に面する主要な観測所も対象とした。 10
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気圧（徳島観測所） 徳島県，10mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80 C1=C2=0.85 観測値

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

2018/9/2 12:00 2018/9/3 0:00 2018/9/3 12:00 2018/9/4 0:00 2018/9/4 12:00 2018/9/5 0:00 2018/9/5 12:00

風
速

(m
/s

)

風速（徳島観測所） 徳島県，10mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80 C1=C2=0.85 観測値

2018/9/2 12:00 2018/9/3 0:00 2018/9/3 12:00 2018/9/4 0:00 2018/9/4 12:00 2018/9/5 0:00 2018/9/5 12:00

風
向

風向（徳島観測所） 徳島県，10mメッシュ
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気圧は、いずれの台風も各検証地点で再現性が高い。
風速は、計算結果が実測に対して計算結果が大きくなる傾向。風向は、強風時の再現性は良好。

1.8 推算モデルの再現検証結果（気圧、風向・風速）

検証地点（観測所）

：気圧・風向風速観測所（10か所）
：風向風速観測所（8か所）

2018年（H30）台風21号（T1821）
台風経路

11

風速が大きくなる時間
帯は風向の再現性は
良好



１．第１回検討会の概要

整理結果を踏まえ、本沿岸における計画外力の検討方針を総括

設定値、設定方法検討方針（案）項 目

・RCP2.6(2℃上昇相当)とする。
・RCP8.5(4℃上昇相当) も考慮（検討）する。

・RCP2.6(2℃上昇相当)とする。
・RCP8.5(4℃上昇相当) も考慮する

海岸保全の目標

・2100年（21世紀末）・2100年（21世紀末）評価時点

【評価地点】 三本松、高松、小松島、阿波由岐検潮所
【評価時点（2100年時点）の朔望平均満潮位】

・最新の朔望平均満潮位に、2100年（21世紀
末）に予測される平均海面水位の上昇量を
加える。

海面水位

【 手 法 】A-1 パラメトリック台風モデル
【台風条件】d4PDF等に基づき、将来気候下における第二室

戸台風と同じ生起確率となる条件を2℃、4℃上
昇相当下で設定

【設定方法】高潮推算モデルにより評価地点毎に潮位偏差を
算定

・気候変動の影響を考慮した大規模アンサン
ブル気候予測データベース（d4PDF等）を活
用して、将来的に予測される変動量を推算
する。

潮位偏差
(計画偏差)

【 手 法 】B-1 全球気候モデル台風を採用
【台風条件】d4PDF等に含まれる台風のうち、本県に影響を

及ぼし得る経路を通る全台風
【設定方法】波浪推算モデルにより評価地点毎に波浪（波高、

周期）を算定し、確率評価により現行防護水準
相当の波浪を設定

波浪
（計画波）

12

最新の朔望
平均満潮位
(2021年時点)

T.P.+1.066m（三本松）
T.P.+1.280m（高松）

T.P.+0,911m
（小松島）

T.P.+0.944m
（阿波由岐）

2100年時点
の朔望平均
満潮位

T.P.+1.231m T.P.+1.264m

平均海面水位の上昇量
（2℃上昇相当）

【讃岐阿波沿岸】 【紀伊水道西沿岸】 【海部灘沿岸】

T.P.+1.386m（三本松）
T.P.+1.600m（高松）

+0.32m

1.9 検討方針の総括



２．第１回検討会の主な意見とその対応方針

13

対応方針検討会時の回答主な意見No

※該当無し
１

１.徳島県の海岸保全の現状（資料２）

２.気候変動に関する最近の動向（資料３）

対応方針検討会時の回答主な意見No

※該当無し
２



２．第１回検討会の主な意見とその対応方針

14

対応方針検討会時の回答主な意見No

第１回検討会資料では、ナウフ
ァスの正常値データのみを用い
た整理としていた。
ご指摘のあった2004年台風23
号時を含め、正常値以外の水
圧補足データ、アナログ補足デ
ータも追加して、再整理した。

※水圧補足データ
水圧波形データからの補足値

※アナログ補足データ
アナログ記録から波浪諸元を
補足したもの

次ページ 参考資料①参照

・確認する。資料P.8
室津港では2004年台風23号時に既往最大波を
観測した。
ナウファスは欠測扱いとなっているが、港湾空
港技術研究所が13.55ｍを発表しているのでP.8
の表を確認すること。（安田委員）

３

３.徳島県沿岸における気候変動を踏まえた計画外力の検討方針（資料４）（１/６）



参考資料① 第１回検討会 資料-４ p.8の表（台風別観測値一覧表）の修正

潮位偏差・波浪の観測記録から、上位の台風（20位以内）をそれぞれ整理。
最大の暴風域半径（388.9km）を目安とし、徳島県を中心とした東西に400kmの範囲を通過する台風を抽出。

暴風域
半径

（km）

最大風速
（m/s）

中心気圧
最低値
（hPa）

有義波高（m）潮位偏差（m）
台風

小松島室津港高知港阿波由岐小松島

9101.481961年18号
9401.111965年23号
9550.661968年04号
9651.191975年06号

277.846.39500.761979年20号
185.241.29500.941987年17号
55.628.39750.761989年17号
203.748.99259.451993年13号
222.248.99307.021994年26号
185.238.69606.321996年12号
277.833.49706.316.391997年08号
240.843.79403.510.891997年09号
240.841.29502.866.961997年19号
166.730.99753.307.197.080.71998年10号
203.746.39306.341999年18号
388.943.79453.718.079.950.82003年10号
277.843.79454.2210.020.882004年06号
222.243.79353.210.712004年10号
277.846.39353.159.0810.182004年16号
370.448.99256.567.172004年18号
333.441.29503.9813.5512.490.922004年23号
296.343.79358.039.342005年14号
277.848.993011.338.112007年04号
185.246.39456.362007年05号
222.243.79406.402009年18号
222.241.29504.387.879.100.740.732011年06号

暴風域無し25.79704.750.850.852011年12号
185.243.79400.582011年15号
277.841.29507.386.972012年04号
185.233.49603.012013年18号
185.241.29454.499.569.750.80.782014年11号
185.248.99357.562014年18号
277.843.79457.407.680.582014年19号
185.243.79455.716.490.860.882015年11号
111.148.99403.316.642016年16号
203.748.99353.428.492017年18号
222.243.79504.770.840.752018年20号
222.246.39405.277.821.030.972018年21号
277.843.79503.2511.160.940.782018年24号
333.428.39653.116.912019年10号
370.448.99254.442019年19号
314.848.99256.742020年10号

暴風域無し23.29846.322021年09号

400km400km

■いずれかの観測所で上位20位に入る台風リスト※

■台風抽出範囲（徳島県を中心として東西に400kmの範囲）

最大値
≒400km

■d4PDF/d2PDF台風トラックデータの抽出結果

過去実験 2℃上昇実験 4℃上昇実験

4℃上昇実験
2051～2110

2℃上昇実験
2031～2090

過去実験
1951～2010

5,400年3,240年6,000年年数

5,937個4,844個10,976個抽出台風数

緯度：34.04
経度：130.30～138.98データ

なし

データ
なし

データ
なし

15
※阿波由岐は観測期間が短いため、小松島で潮位偏差が高くなった事象の値を整理。
※        はNOWPHASの正常データではない「水圧補足データ」および「アナログ補足デー
タ」（第1回資料から追加した情報）

青文字
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16

対応方針検討会時の回答主な意見No

目標となる防護水準の想定年
度は2100年を考えており、気象
庁から示されている予測値を考
慮して平均海面水位の上昇量
を設定した。

次ページ 参考資料②参照

・気候変動については、不確実
性を多く含んでいるため、一度
持ち帰って目標とする時点の
目安（2050、2070、2100年など
）等について考えたい。

資料P.8
「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言
」の対応方針③を見ると、近い将来（2050年時
点頃）の水位上昇量について予測をする上では
、最新観測データをベースとした外挿でも問題
ないと考えられる。一方、遠い将来（2100年時
点頃）では気象庁等による科学的な予測値を考
慮すると記載されており、設定する計画の目標
時点に応じて、水位上昇量の予測方針を使い
わければ良いと考える。（渡邊委員）

４

３.徳島県沿岸における気候変動を踏まえた計画外力の検討方針（資料４）（２/６）



参考資料② 防護水準の想定年次の考え方

17

国設置の「海岸における地球温暖化適応戦略検討委員会」が策定したマニュアルにおいて、施設設計時の外力条
件は、評価時点から５０年後までの海面水位の上昇量などを考慮することとされている。
これに計画期間（２０～３０年）を考慮し、防護水準の想定年次は２１００年とする。

現在 2050年(R32） 2100年(R82）

必要堤防高

必要堤防高
防護水準の想定年次

2100年

年

※防護水準の想定年度の考え方（イメージ）

計画の対象期間
２０～３０年間
（＝２５年間）

50年間
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対応方針検討会時の回答主な意見No

平成16年台風16号の再現検証
を実施した。

次ページ 参考資料③参照

・今回の検討では、波浪と潮位
偏差の大きかったものを選ん
だ。

・H16年台風16号は満潮と重な
って潮位が高くても、潮位偏差
自体が低かったことが考えら
れる。実測値を確認する。

資料P.16
検証対象台風一覧にH16年台風16号が入って
いないのはなぜか。瀬戸内海側の高松で被害
が大きかったことを考えると、検証対象とすべき
ではないのか。（武藤委員）

５

讃岐阿波海岸では、同じような被害状況であっ
たことから、讃岐阿波海岸の設計では、H16年
台風16号のようなものは考慮しておく必要があ
る。（中野会長）

３.徳島県沿岸における気候変動を踏まえた計画外力の検討方針（資料４）（３/６）



台風経路
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参考資料③ 平成16年台風16号の再現検証結果（気圧、風向・風速）

平成16年台風16号を対象に、構築した高潮シミュレーションモデルの再現検証計算を実施した。
気圧、風向の再現性は良好。風速は、観測所周辺の地形や建物等の影響により観測値が小さい傾向にあるため、
沖合の解析結果と気象庁・数値予報GPVデータより再現性を確認した。

2004年（H16）台風16号（T0416）

検証地点（観測所）

：気圧・風向風速観測所（10か所）
：風向風速観測所（8か所）
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気圧（高松観測所） 香川県，270mメッシュ
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風速（高松観測所） 香川県，270mメッシュ

C1=C2=0.65 C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80 C1=C2=0.85 観測値
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向

風向（高松観測所） 香川県，270mメッシュ

C1=C2=0.65 C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80 C1=C2=0.85 観測値

S
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陸域にある観測所では、地形や建物等の影響により観測値が小さい。
→沖合地点で風速の再現性を確認（次頁）。

気圧（高松観測所）香川県

風速（高松観測所）香川県

風向（高松観測所）香川県



GPV検証地点（沖合）

台風経路
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参考資料③ 平成16年台風16号の再現検証結果（気圧、風向・風速）

平成16年台風16号を対象に、構築した高潮シミュレーションモデルの再現検証計算を実施した。
気象庁・数値予報GPVデータの海面気圧及び海上風のピーク値や時間波形は概ね再現できている。

2004年（H16）台風16号（T0416）

920

930

940

950

960

970

980

990

1000

1010

1020

8/29 0:00 8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

気
圧

(h
Pa

)

気圧（播磨灘）

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 GPV

0

5

10

15

20

25
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35

40

45

50

55

60

8/29 0:00 8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

風
速

(m
/s

)

風速（播磨灘）

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 GPV

8/29 0:00 8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

風
向

風向（播磨灘）

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 GPV

S

N

N

E

W
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930

940

950

960

970

980

990
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1020

8/29 0:00 8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

気
圧

(h
Pa

)

気圧（徳島和歌山県沖②）

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 GPV

0
5
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15
20
25
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35
40

45
50
55

60

8/29 0:00 8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

風
速

(m
/s

)

風速（徳島和歌山県沖②）

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 GPV

8/29 0:00 8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

風
向

風向（徳島和歌山県沖②）

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 GPV

S

N

N

E

W

920

930

940

950

960

970

980

990

1000

1010

1020

8/29 0:00 8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

気
圧

(h
Pa

)

気圧（高知県沖②）

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 GPV

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

8/29 0:00 8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

風
速

(m
/s

)

風速（高知県沖②）

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 GPV

8/29 0:00 8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

風
向

風向（高知県沖②）

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 GPV

S

N

N

E

W

気圧（播磨灘） 気圧（高知県沖） 気圧（徳島和歌山県沖）

風速（播磨灘） 風速（高知県沖） 風速（徳島和歌山県沖）

風向（播磨灘） 風向（高知県沖） 風向（徳島和歌山県沖）



0
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14
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18

20

8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

波
高

(m
)

有義波高（高知室戸岬沖） 高知県，270mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 観測値

0

5

10

15

20

25

30

8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

周
期

(s
)

周期（高知室戸岬沖） 高知県，270mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80
C1=C2=0.85 観測値

2004年（H16）
台風16号（T0416）

国土交通省NOWPHASが公開している観測データより、波浪の再現性を確認した。
波浪の再現性は、やや室津港で観測値を上回るものの、各検証地点で高い結果となった。

検証地点（観測所）台風経路
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参考資料③ 平成16年台風16号の再現検証結果（波浪）
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14
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8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

波
高

(m
)

有義波高（徳島小松島） 徳島県，30mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 観測値
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8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

周
期

(s
)

周期（徳島小松島） 徳島県，30mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80
C1=C2=0.85 観測値
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8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

波
高

(m
)

有義波高（高知） 高知県，270mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 観測値
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8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

周
期

(s)

周期（高知） 高知県，270mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 観測値
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8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

波
高

(m
)

有義波高（室津港） 高知県，270mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 観測値

0

5

10

15
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8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

周
期

(s)

周期（室津港） 高知県，270mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 観測値

※観測所整備前のためデータ無し

※観測所整備前

※観測所整備前のためデータ無し

有義波高（徳島小松島）徳島県

周期（徳島小松島）徳島県

有義波高（高知）高知県

周期（高知）高知県

有義波高（高知室戸岬沖）高知県

周期（高知室戸岬沖）高知県

有義波高（室津港）高知県

周期（室津港）高知県
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参考資料③ 平成16年台風16号の再現検証結果（潮位偏差）

気象庁が公開している潮位観測データより、潮位偏差の再現性を確認した。
潮位偏差の再現性は、瀬戸内海側に位置する高松観測所においても再現性は高い結果となった。

2004年（H16）台風16号（T0416）

検証地点（観測所）

台風経路

8/29 6:00

8/31 6:00

8/30 21:00
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潮
位

偏
差

(m
)

潮位偏差（高松） 香川県，270mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80 C1=C2=0.85 観測値

-0.5

-0.25

0

0.25

0.5

0.75

1

1.25

1.5

1.75

8/29 0:00 8/29 6:00 8/29 12:00 8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

潮
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偏
差

(m
)

潮位偏差（小松島） 徳島県，10mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80 C1=C2=0.85 観測値
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8/29 0:00 8/29 6:00 8/29 12:00 8/29 18:00 8/30 0:00 8/30 6:00 8/30 12:00 8/30 18:00 8/31 0:00 8/31 6:00 8/31 12:00

潮
位

偏
差

(m
)

潮位偏差（阿波由岐） 徳島県，10mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80 C1=C2=0.85 観測値

潮位偏差（小松島）徳島県

潮位偏差（高松）香川県

潮位偏差（阿波由岐）徳島県

※2005年観測開始のため観測値なし



２．第１回検討会の主な意見とその対応方針
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対応方針検討会時の回答主な意見No

前回検討会で回答済み。・徳島県内の沿岸では第二室
戸台風の経路が最も危険なコ
ースと言えるので、A-1では、
中心気圧のみが下がり、経路
を含め、その他の条件は第二
室戸台風と同じである場合を
想定する。得られた結果の妥
当性については、B-1手法で
確認する予定である。

資料P.8
d4PDF/d2PDF台風トラックデータから徳島周辺
東西800kmを通過する台風を抽出しているが、
A-1では中心気圧のみが変わった場合を想定
して評価を行うのか。100km変わるだけで海岸
に与える影響は違うと考えられる。（安田委員）

６

過去実験のみでも、せっかく6000年分のデータ
があるので、クリティカルなものを選んだ方がよ
いのではないか。第二室戸台風のコースはクリ
ティカルなコースで、気圧が低ければ潮位偏差
は高くなるが、第二室戸台風のコースでなくても
潮位偏差が大きくなるものもある。中心気圧の
みでなく、台風経路の評価も必要ではないか。（
安田委員）

３.徳島県沿岸における気候変動を踏まえた計画外力の検討方針（資料４）（４/６）



２．第１回検討会の主な意見とその対応方針
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対応方針検討会時の回答主な意見No

簡易推定式に関する最新（2023
年）の論文※1において、波浪の
発達に重要な面的な風場を考
慮した推定式が提案されており
、2022年の論文※2よりも精度が
向上することが報告された。

そのため、2023年の知見※1を
採用した。

※1d4PDFを用いて効率的に気候変動の影
響を評価するための波浪推定式の提案（西
田ら、2023）

※2大規模アンサンブル気候予測データベ
ース(d4PDF)を用いた高潮・波浪に対する
気候変動の影響評価の効率化手法の検討
（五十嵐ら、2022）

・了解した。資料P.10
B：不特定多数の台風を対象とした手法（B-1手
法）で使用する簡易推定式を構築する際に、
2022年の論文だけでなく、新たな知見が出た場
合、それで対応したほうがよい。（山中委員）

７

定量評価を実施した。

次ページ 参考資料④参照

・了解した。資料P.18以降
高潮外力の推算モデルの再現検証結果の中で
、検討の結果、変換係数C1、C2＝0.80が再現
性が最も高いと結論付けているが、C1、C2＝
0.70の方がフィットしているようにも見える。定量
的な評価も行う必要がある。（武藤委員）

８

３.徳島県沿岸における気候変動を踏まえた計画外力の検討方針（資料４）（５/６）



C1=C2
=0.70

C1=C2
=0.75

C1=C2
=0.80

C1=C2
=0.85

C1=C2
=0.70

C1=C2
=0.75

C1=C2
=0.80

C1=C2
=0.85

小松島
1.43

（1.48）
1.20 1.30 1.43 1.55 84% 91% 100% 108%

小松島
0.41

（0.65）
0.38 0.39 0.41 0.42 91% 94% 99% 103%

小松島
0.78

（.0.92）
0.69 0.74 0.79 0.85 89% 95% 101% 108%

小松島
0.64

（0.78）
0.57 0.60 0.65 0.71 88% 94% 101% 110%

小松島
1.10

（0.97）
0.85 0.91 0.97 1.05 77% 83% 89% 96%

2004年（H16）
台風16号（T0416）

2004年（H16）
台風23号（T0423）

2014年（H26）
台風11号（T1411）

2018年（H30）
台風21号（T1821）

台風名 検証地点

最大潮位偏差
観測値(m)

上段：補正値
①

（下段：実測値）

最大潮位偏差
推算値(m)　②

解析による最大潮位偏差の再現率
（②÷①）

1961年（S36）
台風18号（第二室戸台風）

参考資料④ 第１回検討会 資料-４ p.１8～ 推算モデルの再現検証の定量評価
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小松島観測所を対象に、 C1、C2の違いによる潮位偏差の再現性を定量的に確認した。
波形のピーク付近で係数の違いが現れるため、最大値の再現性を確認した。
C1、C2＝0.80の場合に T0423、T1411で最も再現性が高く、第二室戸台風、T1821でも再現性が高いと判断した。

検証地点（観測所）

※橙色:再現性が最も高いC1C2のケース
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潮位偏差（小松島） 徳島県，10mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80

C1=C2=0.85 観測値(補正)

2014年（H26）台風11号（T1411）

潮位偏差（小松島）徳島県
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潮位偏差（小松島） 徳島県，10mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80
C1=C2=0.85 観測値(補正)

2018年（H30）台風21号（T1821）

潮位偏差（小松島）徳島県
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潮位偏差（小松島） 徳島県，10mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80
C1=C2=0.85 観測値(補正)

潮位偏差（小松島）徳島県

2004年（H16）台風16号（T0416）
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潮位偏差（小松島） 徳島県，10mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80
C1=C2=0.85 観測値(補正)

2004年（H16）台風23号（T0423）

潮位偏差（小松島）徳島県

※最大潮位偏差観測値（補正）：計算開始時（台風到達前）の潮位偏差
が0.0となるよう、観測値を上下にスライドして補正した。
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潮位偏差（小松島） 徳島県，10mメッシュ

C1=C2=0.70 C1=C2=0.75 C1=C2=0.80
C1=C2=0.85 観測値(補正)

1961年（S36）台風18号（第二室戸台風）

潮位偏差（小松島）徳島県

※T6118は計算開始時の
潮位偏差の観測値が安
定していないため、安
定している時刻の観測
値を0.0に補正した。
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対応方針検討会時の回答主な意見No

風速の再現性を確認した。

次ページ 参考資料⑤参照

・了解した。資料P.18
徳島観測所で観測される風速が台風時にも低
くなっている理由については、観測所の立地状
況も考えられる。どの台風も同じ傾向となってい
るのか確認しておいた方がよい。また、小さくな
っている理由を明確にするべきである。（武藤
委員）

９

３.徳島県沿岸における気候変動を踏まえた計画外力の検討方針（資料４）（６/６）



参考資料⑤ 徳島観測所の風向風速観測記録の検証

27

徳島の風向風速観測所は、徳島地方気象台（徳島市内）の屋上に設置されている。
吉野川南側の平坦地にあり、山などの地形の影響を受けることはないが、徳島市市街地の中心近くにあるために、
周辺には建物が多く、建物の影響を受けやすいと考えれる。
南西側の隣地には、9階建ての建物（2003年建設）も立地している。

徳島地方気象台の位置、風速計の設置状況

気象台
風速計

9階建ビル

約30m

風速計

9階建ビル

約30m

徳島地方気象台
（徳島市大和町２）

N
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2003年以降の台風を対象とした風場の再現計算では、５ケース中４ケースで南～西方向から風が吹いた場合に、
計算値よりも実測風速が低く出る傾向が見られ、隣接する建物の影響を受けている可能性があると推定される。
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